
臨床研究中核病院

九州大学病院

２．医療系ベンチャー支援の体制と取り組み

３．支援の流れ

１．ベンチャー支援機能の強み・特徴

九州・沖縄・西日本を挙げてアジアへ繋がる
医療系スタートアップエコシステム

総合知を
新医療へ

窓口受付

九州大学病院 R＆D棟
2026年1月運営開始

初回ヒアリング 支援計画策定 支援開始

インキュベーション施設

1. 九州大学病院 R＆D棟
2. 福岡市 Fukuoka Growth Next
3. 福岡県バイオコミュニティ



４.支援実績

お問い合わせ先
九州大学病院ARO次世代医療センター 医療系ベンチャー支援室
電話番号 092-642-4553 E-mail： nw-info@med.kyushu-u.ac.jp お問合せHP→

５.支援実績例

適応拡大 承認取
得慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH)に対する

エドキサバンの適応拡大

直接経口抗凝固薬「エドキサバン」がワルファリンに比して、CTEPH患者の肺
高血圧進展抑制において非劣性かつ安全性も問題ないことを確認。
2025年2月適応拡大が承認された。

九州大学病院循環器内科 阿部 弘太郎 先生

ワルファリン群

エドキサバン群
37名

37名

無作為
割付

48週間

［主要評価項目］
ベースラインの肺血管抵抗に
対する48週後の
肺血管抵抗の比

［副次評価項目］
・CTEPH増悪イベント
・出血イベント
・症候性静脈血栓症 他

※食事制限や頻回の採血といったワルファリンのデメリットを克服した抗凝固薬

適格性
判断

人工弁周囲逆流（paravalvular leak, PVL） を経カテーテル的に閉鎖する
適応のあるOcclutech 社(ドイツ) の本品（図）について、九大他本邦の医療
機関 5 施設において実施し、2023年4月PVL目的で承認された。

製造販売承認取得

人工心膜用補綴材 「弁周囲逆流閉鎖セット」

血液・腫瘍・心血管内科 有田武史先生

医薬品

BRAF V600変異陽性進行性神経膠腫の小児に対する
ダブラフェニブ・トラメチニブの患者申出療養

適応拡大申請時
参考資料として活用

ダブラフェニブ・トラメチニブ併用療法について小児4例における臨床研究を
実施し、安全性および有効性を示唆する結果を得た。
この結果も参考になり、2023年11月小児への適応となった。

本拠点の支援：計画立案、薬事、調整事務局、
データマネジメント、統計解析、監査、安全性情報管理、CRC

九州大学病院小児科 古賀 友紀 先生

【主要評価項目】
投与開始後16週までの最良総合効果
【副次評価項目】
無増悪生存期間、有害事象
【対象】
BRAF V600変異陽性進行性神経膠腫を
有する15歳未満の患者

日本人小児におけるダブラフェニブ・トラメチニブ投与の有効性

炭酸アパタイトハニカム人工骨による骨再生

自家骨に匹敵する骨伝導性を有し、骨リモデリングによって新しい骨に置換される
歯科用顆粒状炭酸アパ タイト人工骨を開発。これを整形外科領域へも展開し、
販売開始予定となっている

九州大学歯学研究院 石川 邦夫 先生

既承認品人工骨は12週目でも中央部に骨が形成されないが炭酸アパタイト
ハニカム人工骨は４週で骨形成される。

医療機器 2026年4月販売開始予定

本拠点の支援：薬事、非臨床試験のサポート、プロジェクトマネジメント

エドキサバン+ワルファリンプラセボ

同意
取得

ワルファリン+エドキサバンプラセボ

本拠点の支援：薬事、医師主導治験の設計・実施支援、研究費獲得
本拠点の支援：薬事対応、治験調整事務局、データマネジメント
統計解析、安全性情報管理、研究費獲得、企業交渉

高度管理医療機器医薬品

➁福岡県と連携した取組み

③MEDISOと連携した取組み

④起業支援プログラム

年度 会社名 相談案件
設立前　熊本大学教員 医薬品の研究開発

A株式会社 医薬品の研究開発

B株式会社 RNA編集技術の研究開発

設立前　九州大学教員 医薬品の研究開発

合同会社Ｃ 試薬、培地の研究開発

Ｄ株式会社 医薬品の研究開発

合同会社Ｃ 試薬、培地の研究開発

設立前　九州大学教員 医薬品の研究開発

年度 会社名 相談案件

設立前　九州大学教員 プラットフォーム技術（リサーチ
ツール）の研究開発

設立前　九州大学教員 治験支援システムの研究開発

設立前　九州大学教員 治験支援システムの研究開発

合同会社Ｃ 試薬、培地の研究開発

Ｅ株式会社 医薬品の研究開発

設立前　九州大学教員 治験支援システムの研究開発

設立前　九州大学教員 治験支援システムの研究開発

設立前　九州大学教員 プラットフォーム技術（リサーチ
ツール）の研究開発

2022

2023

2024

①ベンチャー支援窓口の活動実績
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